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取説内容一覧 

 

・使用目的           ・コンセントの使用 

・各部の名前とはたらき     ・故障の見分け方と処置方法 

・安全の為、必ず守ってください ・機械本体の設置について 

・ヒーターユニットのセット   ・お取扱い商品の揚げ方をご説明します 

・運転の操作方法        ・排油処理の方法 

・洗浄方法           ・返却時の手順 

・リセットボタンの解除方法   ・梱包時 PPバンドの使用方法 

フライヤーレンタル専門店 
 

 

 

〒３７９－２１６６ 

群馬県前橋市野中町３６９－２ 

TEL：０２７－２８９－６０８０ 

FAX：０２７－２８９－６１６６ 

緊急携帯：０８０－５６４３－７１８１ 

 

 

 

フライヤーレンタル専門店ホームページへ 

簡単にアクセスできます。 

 



　ご注意下さい。

　電圧が低下すると、商品が正常に動作しない場合がございます。

　突然作動しなくなった場合は、建物のブレーカーが落ちた可能性がございます。

　また、一つのコンセントの最大電力は1500Wまでとなります。

　複数台の電化製品を使用する場合、コンセントを分けても元となるブレーカーが同じ場合は

　電圧低下となる可能性が高いです。

　その場合、コンセントを分けるのでなく、ブレーカーの回路を分けてお使いください。

　商品を正常にご利用いただく為に、お客様の利用環境を御確認ください。

【レンタル商品の消費電力を御確認下さい】

　ご利用商品によっては、たこ足配線等が原因で電圧が低下する恐れがありますので、

1A = 100W
（電力）W＝ （電流）A ×（電圧）V

※日本の電圧は100Vなので、100W=1A×100V

オーブン1400W + IH炊飯ジャー1350W

= 2750W となるため 別の回路にする必

要があります。

☓

別の回路から取っているので、

ブレーカーは落ちません。電圧

低下にもなりません。

◯

☓

コンセントは分けていますが、元のブ

レーカーが同じですので、別の回路に

する必要があります。

分電盤

【容量20Aの安全ブレーカー】

20A 20A 20A

20A 20A 20A 20A

60A

20A

◯

【ｱﾝﾍ゜ｱﾌﾞﾚｰｶｰ】

【漏電ﾌﾞﾚｰｶｰ】

この場合、

一つのコンセントの

最大電力1500Wとは、

差し込み口2つの

合計が1500W以内と

いう意味です。



 

 

 

 

 

 



















排油処理の方法 
①  

 

 

・油槽の中から、底板を取り出します。 

 

②  

 

 

・トングの先を底板の穴のなか（2箇

所）に入れます。 

 

 軽く左右に動かして、ヒーターに絡ん

でいる底板の返し部分を外してから、

出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 1のように真ん中を掴んでしまうと返しが

上手く外せません。また、底板がすべって、

熱い油のなかに落としてしまい、油がはねる

可能性があります。 

③  

 

 

・外した底板は、返却備品のバットなど

と一緒にしておくと、返却忘れ防止に

なります。 

 

底
板 

例 1 

× 



④  

 

 

・操作ボックスについているフックの部

分を持ち、ヒーター部分をゆっくり上

にあげます。 

 

 勢いよく上げてしまいますと、油槽の

中の油をひっぱってしまい、火傷の原

因になります。 

⑤  

 

 

・ヒーター部分を持ち上げた時、操作ボ

ックスの左右にあるビス（2つ）が溝

にはまっているかを確認してくださ

い。 

 

ここが、きちんとはまっていないと、ヒータ

ー部分が落ちてきます。 

火傷等の原因になりますので、必ず、ビス

（2つ）が溝にはまっていることを確認して

ください。 

 

 

 

 

 

 

⑥  

 

 

・凝固剤を使う場合は、この状態で油の

なかにいれてください。 

 

 固まった排油の処理は、お住まいのゴミの分

別に従って処分してください。 

  

 

ビス ビス 

操作ボックス 

ヒーター

ー 

〇 × 

ビス部分拡大図 



 

 

 

① 

 

 

・排油缶などの入れ物をご用意くださ

い。 

② 

 

 

・油槽を本体から外します。 

 

 少し、油槽を傾けてから取り出しますので、

油がたくさん入っている場合は、一度操作ボ

ックスごとヒーター部分を取り外してからお

こなってください。 

 

③ 

 

 

・油を移します。 

 

 火傷に注意しておこなってください。 

 

排油の処理はお住まいのゴミの分別に従って

処分してください。 

④ 

 

 

・油槽と操作ボックスを本体に戻してく

ださい。 

 

廃油をどこかに移す場合 



 

B 

 

返却時の梱包方法 
①  

 

 

・クッションが 2カ所ついている方に電

源コードがくるように入れてくださ

い。 

②  

 

 

・バット（トレー2枚・網 2枚） 

 トング 

 すくいアミ 

 底板 

 をビニール袋に入れてください。 

③  

 

 

・コードをまとめます。 

④  

 

 

・本体を箱のなかへ入れてください。 

電気コード側 



 

B 

 

⑤  

 

 

・①揚げかご 

 ②備品一式 

 ③ふた 

 を梱包します。 

⑥  

 

 

・揚げかご（①）を、油槽のなかに入れ 

ます。 

⑦  

 

 

・油槽の上にふた（③）を置いてくださ 

い。 

 

⑧  

 

 

・ふたの上に備品一式（②）を入れてく

ださい。 

① ② ③ 



 

B 

 

⑨  

 

 

・パッキンは前後で厚みが違います。 

 

  

⑩  

 

 

・厚みがある方を油槽の上にして入れて

ください。 

 

 箱を閉めてください。 

 ▼返却用の伝票を指定の位置に貼り付けてください。 

 返却用伝票は弊社にてご用意させていただきます。 

梱包の箱に貼り付けてあります。 

 

 

お届け時の伝票の下にある赤い伝票が 

返却用の伝票です。 


